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である。①岡山藩 (1藩世界J) 、②尾張藩 (1尾張藩社会J) 、③松代藩 (1藩地域J) 、などであり、

























































































































































































































































































































本論文は、 62万石という第 3 位の表高を持つ仙台藩成立の経緯を、領域の形成過程と支配構造の二つ
の面から考察したものである。序章、本論 2 部各 3 章、終章から成り、第 1 部に補論を付す。
序章では、論者の問題関心に沿って幕藩制成立史と仙台藩・奥羽諸藩成立史に関する研究動向を概観
し、課題を提示する。














第 2 部は役賦課のあり方から近世初期の仙台領支配の構造に迫ることを課題とする。第 1 章では、従
来、仙台藩における役の体系は寛永の総検地以降に確立したとされていたのに対し、近世初頭にあって
も、職人などの特殊技能者の技術や特別な生産物を役という形で確保しており、領内をいくつかの地域
に区分して役の徴収を請け負わせる方式をとっていたことを明らかにしている。そして第 2 章では、見
解の分かれていた慶長 5 年の「葛西大崎船止日記」を再検討し、川役(魚役)賦課のために作成された
ものと断じて、舟運史料説に批判を加えている。第 3 章では近世初期の仙台領浜方の諸役を考察して、
寛永10年代に水主役がなくなり、海上高が設定されて年貢化したことを指摘し、年貢・諸役整備の一環
と解する。
終章では所論を整理し、今後の課題を提示している。
本論文は、幕藩制成立史をめぐって学界で提起された問題を仙台藩に即して検証し、新たな史実を解明
するとともに、旧説を批判して新知見を提示した点で、今後の仙台藩研究の礎となる成果と評価できる。
よって、本論文の提出者は、博士(文学)の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。
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